2023年度 計算機実習のための準備
Windows 10の場合 : Windows Subsystem for Linux 2 の準備
[bookmark: _GoBack]2023 年 7 月 7 日更新

前書き
[bookmark: _Hlk97574075]ここでは, Windows 10 を搭載した PC において実習を行う環境を準備する方法を説明する. ここで説明する方法では, Windows Subsystem for Linux 2 の Ubuntu をインストールして設定する.
環境の構築作業には時間がかかるので余裕をもって行うこと. 

準備 Windows のアップデート
　実習環境の準備の前に Windows を最新状態にアップグレードする.「設定」>「更新とセキュリティ」より実行することができる. 
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

自動的に生成された説明]


1. Windows Subsystem for Linux (WSL) のインストールと設定

Windows Powershell を管理者として実行する (Windows PowerShell を探すには「スタート」右隣の検索窓に「powershell」と入力すると良い). 注意: 必ず管理者として実行すること. 
「このアプリがデバイスに変更を加えることを許可しますか?」と聞かれるので「はい」を押す. 

ここを押して管理者として実行
「powershell」 と入力するとすぐに見つけられる

「管理者: Windows PowerShell」ウィンドウで下のように入力して Ubuntu (Linux) をインストールする. 

PC C:\WINDOWS\system32> wsl –-install [Enter]

[bookmark: _Hlk107038394](注意: 入力するのは“wsl --install”と Enter キー. “PC C:\WINDOWS\system32>” はプロンプト (コマンド待ち受け表示),“[Enter]”は Enter キーを表す.)
もし上のコマンドでインストールできない場合は下のように入力する.

PC C:\WINDOWS\system32> wsl –-install -d Ubuntu [Enter]

(必要であればインストール後に Windows を再起動する.)

自動的に起動する「Ubuntu」ウィンドウ(以後, ターミナルと呼ぶ) にユーザ名 (username) とパスワード (password) を設定する.(もしターミナルが自動的に起動しない場合は, 「スタート」から「Ubuntu」を起動する.)
ユーザ名もパスワードも好きなものを設定してよい.
ユーザ名を入力すると画面に表示されるが, パスワードは安全のために画面に表示されない (表示されていなくても読み込まれている). パスワードは確認のために二回問われる.
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なお, 終了するにはターミナル上で logout[Enter] または exit[Enter] を入力する. 

Ubuntu　の環境で必要となるソフトウェアを　apt コマンドでインストールする. ターミナルで以下のコマンドを順番に実行し, パッケージ情報の更新・更新ソフトウェアのインストール・X Window関連のソフトウェアならびに実習で用いるソフトウェア (emacs,  gnuplot,  gfortran) をインストールする.  なお, sudoコマンドは管理者(root)権限を使うためのコマンドである. sudo　を用いるとパスワードが聞かれるが, そこは自分自身のパスワードを入力すれば良い. もし途中で Do you want to continue? [Y/n] などと聞かれることがあったら Y[Enter] と入力すれば良い.

   $ sudo  apt  update [Enter]
   …
   $ sudo  apt  upgrade [Enter]
   …
$ sudo  apt  install  x11-apps  curl  emacs  gnuplot  qpdfview  evince  gfortran [Enter]
...





2. X サーバのインストールと設定

ここまでの設定で文字を表示する Ubuntu のコマンドは動作するが, 例えば図を描画するような新たなウィンドウを開くソフトウェアは動作しない. ウィンドウを開くためには Windows に X サーバをインストールする必要がある. Windows で動作する X サーバはいくつか存在するが, ここではフリーソフトウェアとして公開されている VcXsrv を勧める. VcXsrv は sourceforge.net からダウンロードすることができる. (直接 URLを入力せずにブラウザで VcXsrv を検索しても良い. sourceforge.net のページでは “Download” をクリックすると exe ファイルがダウンロードされる.) ダウンロードされた exe ファイルをダブルクリックするとインストールすることができる. インストール時に設定を変える必要はない. 
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インストールが終わるとデスクトップ上に「XLaunch」というアイコンができる. それをダブルクリックして　X サーバを起動させる. 設定項目では, 3 画面目の “Disable access control”にチェックを入れると良い (下の写真ではチェックを入れていないが, チェックを入れる). 
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  X サーバを最初に立ち上げたときには, Windows Defenderファイアウォールでブロックされることがある. この場合は, プライベートにチェックを入れてアクセスを許可すれば良い. 
[image: ]


注意:
Windows を再起動すると X サーバは終了してしまう. この環境で (ウィンドウを開く) 実習を行う際には毎回 X サーバを立ち上げておくと良い. または, ウィンドウが開くはずなのに開かない時には, まず X サーバが起動しているかどうかを確認すると良い.

[bookmark: _Hlk109636371]X サーバが起動したら Ubuntu のターミナルでも設定が必要である. 
そのため下のように設定する.  (下の方法では, curl コマンドで wslsetup_w10.sh ファイルをダウンロードし, そのファイルを実行することで設定を行っている. パスワードを聞かれる場合は入力する.) 

$ curl -O http://itpass.scitec.kobe-u.ac.jp/~itbase/exp/wslsetup/wslsetup_w10.sh [Enter]
          大文字のオー
 $ bash  wslsetup_w10.sh [Enter]
 …
 $ source  ~/.profile [Enter]


3. 動作確認

テストとしてターミナルに

$ xeyes [Enter]

と入力すると, 設定に成功していれば新たなウィンドウが開いて目玉が表示されるだろう. 

[image: ]
この動作確認では, 新しいウィンドウが開かない (上の例では目玉が表示されない) こともしばしば起こる. 
もし ターミナルに“xeyes”と入力した際に“Authorization required, but no authorization protocol specified”と表示される場合には, VcXsrv の設定を確認するために VcXsrv を再起動すると良い. VcXsrv を一度終了して (Windows 右下に “X” をロゴのアイコンが表示されている), VcXsrv をもう一度起動する時の設定で“Disable access control”にチェックを入れる. 
新しいウィンドウが開かない他の原因は複数考えられる. ファイルの末尾に, これまでに知られている対処法をメモしてあるので確認すると良い. また,

[bookmark: _Hlk109645227]4. 日本語環境の設定

  日本語環境を整えるために下のように設定する. 

$ curl -O http://itpass.scitec.kobe-u.ac.jp/~itbase/exp/wslsetup/wslsetup.sh [Enter]
          大文字のオー
 $ bash  wslsetup.sh [Enter]
 …
 $ source  ~/.profile [Enter]

ここで, WSL2 のインストール時と同じようにPowerShell を管理者モードで起動し, 下のように再起動する.

PC C:\WINDOWS\system32> wsl --shutdown [Enter]

[bookmark: _Hlk109647390][bookmark: _Hlk109651957]再び Ubuntu を起動する. （Ubuntu のウィンドウが起動してから設定をしているのか, プロンプト（$ マーク）が表示されるまでに時間がかかかることがある.）起動したら, 下の手順で設定する.

$ fcitx-config-gtk3 [Enter]

「入力メソッドの設定」ウィンドウが表示される. （ここで, WSL2 を再起動しているため, ウィンドウが開かないかもしれない. その時には上の動作確認をもう一度行う. ）


一覧に Mozc があるか確認する. 
もしなければ, "+" ボタンを押して, 出てきたウィンドウから "Mozc" を選択する.

そして, [全体の設定] (英語ならば [Global Config]) タブ内の, Trigger Input Method の [空] (英語ならば [Empty]) をクリックし, キーボードの「半角/全角」キーを (二回) 押す. 
これで [Zenkakuhankaku] と表示される.


[bookmark: _Hlk109645508]ここまで設定したらウィンドウ右上の × を押してウィンドウを消す.
[bookmark: _Hlk109647707]これで日本語環境を設定できた.


5. ファイル共有の設定

ここまでの設定で WSL で実習を受けることができるが, WSL での実習で作成したファイルを Windows からアクセスできないと課題の提出などに困ることになる. そこで, Windows から WSL 上のファイルにアクセスするための設定を行う. ここでは, ショートカットを作ることを勧める. 
Windows のデスクトップで右クリックし, 「新規作成」 > 「ショートカット」を選択する. 

[image: ]

「項目の場所を入力してください」の欄には
	\\wsl$\Ubuntu/home
と入力し, 「次へ」をクリックする. 次にショートカットに適当な名前を入力すれば, デスクトップ上に WSL のディレクトリへのショートカットが作成できる. 

[image: ]

ショートカットを開いてそこにあるフォルダ (WSL 上に作成したユーザ名のフォルダ) を開くと WSL の自分のホームディレクトリのファイルにアクセスできる.

[image: ]


6. 終了

終了するにはターミナル上で 「$」のあとに exit [Enter] を入力する. 


付録. トラブル対処法メモ

· 新しいウィンドウが開かない場合 (例えば xeyes が起動しない場合)
下の方法が知られている.

· WSL をアップデートする.
Windows PowerShell を管理者権限で実行し, WSL をアップデートする.
		PS C:\WINDOWS\system32> wsl --update
WSL をシャットダウンする.
		PS C:\WINDOWS\system32> wsl –shutdown
Ubuntu を再起動する.
参考:
· 「Linux 用 Windows サブシステムで Linux GUI アプリを実行する」https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows/wsl/tutorials/gui-apps
· DISPLAY 環境変数の値を確認・変更する.
期待される状態は PC の IP アドレス を XXX.XXX.XXX.XXX として, 
DISPLAY=XXX.XXX.XXX.XXX:0.0
となっていることである. このように設定されていることを確認する.
上の設定では上手く動作しない場合には, 
DISPLAY=:0.0
と設定することで上手く動作することがある (Windows 10 で WSL2 を利用する場合?).
· セキュリティソフトの設定を変更する.
WSL は, ネットワークを通して Windows と通信しているような構成となっている. このため, セキュリティソフトが通信を遮断している場合には, WSL のウィンドウが Windows に表示されない. 
このような場合には, セキュリティソフトのファイアウォールなどの設定を確認し, WSL と Windows との X の通信 (VcXsrv の通信) を許可すると良いことがある.
参考:
· 「X Windowの利用について 科学技術計算システムを利用するには?」
https://itcweb.cc.affrc.go.jp/affrit/_media/documents/guide/x-window/x-win-wsl.pdf

· 新しいウィンドウにおいて US キーボード設定になる場合 (「”」を入力すると「@」が入力される場合)
· 入力設定を確認・変更する.
まず, fcitx-config-gtk3 を起動して, 入力メソッドに「Keyboard – 日本語」があることを確認する. もしあれば, その項目を「^」を押して最上段に移動する. もしなければ「＋」を押して追加する.
参考
· 「日本語入力の設定（fcitx + mozc）」
https://notekunst.hatenablog.com/entry/fcitx-mozc

9

image3.png
§ TS

(G 7t . ‘. A

st B E 7 R =R F )i

BE—BISRRER
Windows Powershell
274)
77
J Windows PowerShell
2 Windows PowerShell ISE > 779
¥ Windows PowerShell (x86) >
2 Windows PowerShell ISE (x86) > 1B
BE X EmELUTETIS
# Powershell OB AIEE > B iseemmac TRTIS
5
W BEBLTO-7) Powershell 77 | % Windows PowerShell IS
MERFTTEBLOTE Q)
S Win + XXZ1-THIWVR JOvThe o
Windows PowerShell [CE#%% %
Web D5
P powershell - Web 52483 >
AR powershell AP >

O powershell IYVE

~AD@®m gz A 1133 B




image4.png
felcome to Window & loTeX: ESP-IDF 580 | & Standard Setup ¢

Step 4 Pa@DESKTOP-ENGHTQ

P! Instal ling, this may take a few minutes.
Please create a default UNIX user account. The username does not need to match your Windows username.
For more information visit: https://aka.ms/wslusers
Enter new UNIX usernane: sugiyana

Retype new password
B loasswd: password updated successfully

API Refe

H/WRe

API Guic

Libraries

Contribu

Versions

Resourct

Copyrigt

About

/L

Guide Downloads
8 Switch Version V:latest v

N 1519 |
-z A 2020/03/20 0 |




image5.png
BT

)

s rre2
7a0k77
P
Fazion

=

3 20u-ar

L 12

omednve

e

22102

»n

dabin 1030 amdst OVD-1
© btz Seup 1579
B vcsn-612060 sl

i e

* cuecap

-k





image6.png
o

&
MicrosoftEdge:

o

\WSIBTerminal

Xlatnch)

9

Googlelchrome

9

balenaEtchen

ﬂ L ZEANL TSR

&S]
-
4\

m}

2

-k #*E =R TIVr-v3av v-)y

<« v 1 > PC > HUvO.. v 0
BE
7499 7UEA
- 48 @)
M 7RIy T vEEO
- = md64-DVD-1
5 VeXsrv Setup: Installation Options — X [
btup-1.5.79
Check the components you want to install and uncheck the components
you don't want to install. Click Next to continue. el
5.0.installer

Select the type of install:
Or, select the optional

‘components you wish to install:

Space required: 74.4 MB

Ful

v istall x86_64

VeXsrv (required)
Fonts

Start Menu Shortcuts
Desktop Shortcuts

Next >

<

8fEMEE 1EOEBZER 397 MB

tall-x86_64

F9v0-FoigR

=l

I

i
i

2020/03/21 13:41
2020/03/21 13:40
2020/03/21 10:59
2020/03/21 10:30
2020/03/21 10:04
2020/03/21 9:43

2020/03/21 9:46

2020/03/20 18:11

16:07

2020/03/21




image7.png
ki)

WigoeoTHEdSe)

XUSUnES

-

(Coog BGTome)

n P ZTAHL TR

Client startup X

Select how to start clients

@ Startno clent
This wilust start the >server. You wil e sbie to start locel clients later.

© Storta program
This wil start s looslor remote program which wil conneot to the xserver. You wil be able
1o start local clents later too. Remote programs sre started using SSH.

c

<E3@) *oth

Kb #E Bm o PIVI-vAY Y-l

> PC > 590, v o

debian-10.3.0-amd64-DVD-1
% balenaEtcher-Setup-1.5.79
© Chromesetup
78 vousiv-64.1.20.6 O.nstaller
3 wsltty-3.1.02-install-x86 64
1 ctiacap
7 ctriacap

il wsitty-3.1.4-instal-x86_64

R 39.7 MB

FIU0-FORR

03721
2020/03/21 10:30
20/03/21 1004

2020/03/21 9:43

2020/03/219;

020/03/21




image8.png
)
- w2
= #5  BE TIV-vAY Ul
v 85 pcs oD v oo F9v0-Koks
E 1742
MizrosofiEge: Select display settings 1% 280
Choose how VeXsrv display programs Jo-k debian-10.3.0-amd64-DVD-1 2020/03/21 13:41
. li balenaEtcher-Setup-1.5.79 020/03/21 13:40
! © Chromesetup 2020/03/21 10:59
ty -
2 Fa— P 17 voxsiv-64.1.20.60.installer 2020/03/21 10:30
Cp— ubzcraen -9y -
. i |73k il wity-3.1.02-install-x86_64 2020/03/21 10:04
f i curlcap 2020/03/21 9:43
— I curiacap 2020/03/21 9:46
|  One aree windom © One window
& “ wihout titabar Tve v BB (1)
td W wsltty-3.1.4-install-x86_64 2020/03/20 18:11
Xlsungi _ —
Disply number | —
(pecify 1 1ot vrerv sutomaticsly choose one) -
,@ FAN) > ol
GooglEchTomes

< >
1 EQEEEER 397 M8

i
R
balenaktchen

8 EOEE

n P TTAHLTERR




image9.png
i

XUSUnES

(Coog BGTome)

]

Balenaktcrert

n P ZTAHL TR

Extra settings

Extra settings

IV Cipbosrd
Start the inteerated cipbosrd manager
[V Primary Selection
Aiso map the PRIMARY selection 1o the windows clpbosrd
[V Native openel
Use the native windows openel lbrary (i) Make sure to export the
LIBGLALWAYS JNDIRECT environment varisble
[~ Disable sccess control
Use this when you want vessry to scoept connactions Fom il lients.
Addtionsl paremeters for VoXsrv

Kb #E Bm o PIVI-vAY Y-l

<F3@) *oth

> PC > 590, v o

debian-10.3.0-amd64-DVD-1
% balenaEtcher-Setup-1.5.79
% ChromeSetup
78 vousiv-64.1.20.6 O.nstaller
3 wsltty-3.1.02-install-x86 64
il ctrizcap
7 ctriacap

3 wsltty-3.1 d-install-86_64

3

VO-FOR

0/03/21 13:40

103/21 10
2020/03/21 10:30
20/03/21 1004

2020/03/21 9:43
2020/03/219;

03/20 18:11

1
020/03/21





image10.png
i
Finish configuration
&
Mleseisefé delya Configuration complete
Wizl

You may sso ssve the confiuration fo later use

X el

XUSUnES

o <F3(B)

(Coog BGTome)

n P ZTAHL TR

x

7

haadl

Kb #E Bm o PIVI-vAY Y-l

> PC > 590, v o

debian-10.3.0-amd64-DVD-1
% balenaEtcher-Setup-1.5.79
© Chromesetup
78 vousiv-64.1.20.6 O.nstaller
3 wsltty-3.1.02-install-x86 64
1 ctiacap
7 ctriacap

il wsitty-3.1.4-instal-x86_64

R 39.7 MB

FIU0-FORR

03721
2020/03/21 10:30
20/03/21 1004

2020/03/21 9:43

2020/03/219;

020/03/21




image11.png
FRTOITYT F9RI=TET5A Rk FINI=TT, Windows T7{ F9-ILIkY VeXsrv windows.
xserver DREDLONHTITINTVES .

Bl
IAHY: C¥program flestcrsnivcrsniexe

eXsry windows xserver [ZZN50%yNT~) ETOBEEHTTH:
154 R=h F9RI=1 (i-h F9RI-TEAFINI-TBER)

Y7 39b0-7 (@, SEEEY) (GHES)U)
(COEBFINI-IEZ(0EE, bFUF BB EFUFHBEINTOGEA)





image12.png
]
1§ xeyes &
8





image13.png
& ABAVIFORE - m] X
ABAYE | 24ORE MR TRAY
Keyboard - B#G# BAGE

Mozc

WEADANDAY YR [EEAD] DESIERINET, BRIE F—F—F g F—FK—F-LAPOrE 2R LBICEEL TSI,
+ - A v X @A





image14.png
& ABAVIFORE - m] X
ABAYE | 24ORE MR TRAY
Keyboard - B#G# BAGE

Mozc

WEADANDAY YR [EEAD] DESIERINET, BRIE F—F—F g F—FK—F-LAPOrE 2R LBICEEL TSI,
+ - A v X @A





image15.png
& AARVIRDRE -

AR vE P g

Hotkey
Trigger Input Method Ctrl+Space Zenkakuhankaku

Extra key for trigger input method | L_SHIFT

Enable Hotkey to scroll Between Input Method

Scroll between Input Method | CTRL_SHIFT

Prev Page - | Up
Next Page = | Down
Program
Share State Among Window No
Output

Commit when toggle state

Candidate Word Number | 5

|| Show Advanced Options





image16.png
& AARVIRDRE -

AR vE P g

Hotkey
Trigger Input Method Ctrl+Space Zenkakuhankaku

Extra key for trigger input method | L_SHIFT

Enable Hotkey to scroll Between Input Method

Scroll between Input Method | CTRL_SHIFT

Prev Page - | Up
Next Page = | Down
Program
Share State Among Window No
Output

Commit when toggle state

Candidate Word Number | 5

|| Show Advanced Options





image17.png
>
BORKBICENE)
) -
FEET - FRU) CtieZ.
8 e S50 208%
P >1 0 a0 s
FATVABED) y3-HIHS)

FARRER) ) Microsoft Access 7-5A-2
EIRsT 14T

Microsoft Word X &

Google Docs
5/ Google Sheets

=) Google Slides

Microsoft PowerPoint TLA/7 -3
Microsoft Publisher X
FARF FHA0E
Microsoft Excel 9-7 %





image18.png
v Va-tRILOLER:
EOEEOYI-NYEMERLETA?

ZOVT-FEERT AL, O-AVERRFYNI-ILHBTOIS L, T74)b, TANS -, IVE1-5- &I
BAY5-29b TRLANDYI- My MR TEET,

HEOBFREAALWEEND:
¥wsl$¥Ubuntu/home

BHTIBICE (RN 7Yy LTI,




image19.png
15 | wakusei

R
* u L] «BET - KBk -

7499 TOEA - BYR

EvBH33 % qE-% - =1 ZHOEE
DYyTR-F wm
<« v 4 1 < wsl$ > Ubuntuhome > wakusei
aiCoudDive B

[] bash_Jogout
[ bashre
.profile

@ OneDrive - Person
T REaXvh
1 B
ORI
=pC

WIDATIIIE v <
3 EQEE

- O X
~ @
- Hy~oar
—_— Bl ERs
TN~ - H=ROIYER
Eip) B =R

v 0 P wakuseiDig R

EHEE

2022/03/07 15:13
2022/03/07 15:13
2022/03/07 15:13

s

BASH.|
BASHR
PROFIL





image1.png
YATh
FARTUAL $OVK, BAL

FIRD-9kAY5-R9b
Wi-Fi, 8P VPN

THUYE
THOIR Al

BREE

£, IRk

ERerFUT
Windows Update, ELiE. /{77
797

FIUZ
Bluetooth, 7YY5-. 92

BR
I PIEASFTORT

Android, iPhone QU7

779
TR, B ATaY
OB

=L
Xbox Game Bar, v 75+, B
L EF





image2.png
§ TS

(G 7t . ‘. A

st B E 7 R =R F )i

BE—BISRRER
Windows Powershell
274)
77
J Windows PowerShell
2 Windows PowerShell ISE > 779
¥ Windows PowerShell (x86) >
2 Windows PowerShell ISE (x86) > 1B
BE X EmELUTETIS
# Powershell OB AIEE > B iseemmac TRTIS
5
W BEBLTO-7) Powershell 77 | % Windows PowerShell IS
MERFTTEBLOTE Q)
S Win + XXZ1-THIWVR JOvThe o
Windows PowerShell [CE#%% %
Web D5
P powershell - Web 52483 >
AR powershell AP >

O powershell IYVE

~AD@®m gz A 1133 B




